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西岡委員長あいさつ（要旨） 
【安全問題について】 
2005年 4月 25日に発生させた福知山線列車脱線事故から 18年が経過、近江舞子

触車事故から 15 年、伯備線触車事故から 17 年が経過、栗東～草津駅間の感電死亡
労災からまもなく 9 月で 5 年を迎える。今一度、ルールや基本動作が必ず守られる
環境づくり、私たちの原点である「安全最優先」の取り組みを、すべての組合員、加
えて、グループ、協力会社を含めて全力で進めなければならない。しかしながら昨年
の大会以降２名協力会社の方の尊い命を失い、一歩間違えれば重大労災につながる
事象も発生している。この４月からは労使で議論を重ね策定した「JR 西日本グルー
プ鉄道安全計画 2027」がスタートした。この計画には心理的安全性も盛り込まれ、
この計画を達成するには、私たちの取り組みが重要であると考えている。これまで
に取り組んできたアサーションに加え「A.B.C運動、当たり前のことを馬鹿にせずち
ゃんとやる」を浸透させ、「安全お守り手帳」を活用し、職場からの安全の取り組み
を要請する。 
【労働協約改定交渉・一時金・2024春闘について】 
労働協約改定交渉については、各分会・部会・支部からの多くの意見を集約し、中

央本部へ上申した。本部は７月 24 日に要求書を提出し 8 月 17 日から交渉をスター
トさせている。コロナ禍により社会が大きく変容する中においても、将来に亘り働
きがいを持ち、安心して働き続けることができる環境整備をしていきたい。 
 組合員の関心の高い一時金については2023春闘の最終場面で中央本部上村委員長
から然るべき時に要求するとあった。３月のウメキタ新駅の開業や奈良線複線化プ
ロジェクトの労苦、来年に迫った北陸新幹線敦賀開業などを成功させ一時金獲得の
雰囲気を創り上げていきたい。 
【業務課題について】 
業務課題については、2023 年度に実施する主な改善施策が 6 月に提示され、それ

ぞれの施策について交渉を行っていく。今年度も、多くの施策が提示されているが、
各種施策については、分会や部会からの要求等を取りまとめ業務部中心に対応して
いく。 
【組織の充実強化について】 
コロナ禍の中で様々な活動に制限がある中、色々な工夫をしながら組合員への世

話役活動を行って頂いた支部・分会の役員の皆様に改めて感謝申し上げる。 
中央本部も２月の大階段駈け上がり大会からソフトボール・ゴルフ大会を再開した。
京都地本でもそれぞれの予選会を開催し久しぶりの大会で笑顔を見ることができま
した。１０月にはフットサル大会を開催する予定であり、多くの分会に参加して頂
きたい。 
また、京都エリアに配属された新入社員の加入行動に、コロナ禍の中、各分会・青

年女性委員会をはじめ、多くの役員の皆様にご協力をいただき、64 名全員がＪＲ西
労組に加入していただきました。更に、今年度からは新規採用者に加え、社会人採用
も始まり、こちらも京都地方本部管内に配属された全員が JR西労組に加入して頂い
た。来年度以降も新規採用者、社会人採用者など多くの方が入社されることが想定
されるが、地本・支部・分会が一丸となり加入の取り組みを進めて行きたい。 
こくみん共済ＣＯＯＰへの契約移転について、様々なトラブルが発生し対応頂い

た分会役員の皆様には大変ご迷惑をお掛けした。現在申し込み不備者への対応を優
先的に行っていると聞いている。また、現在不備者への対応を優先的に行っている
ため、各種申請への対応が遅れる可能性もあるとのことである。 
【政治・政策について】 
本年４月施行された統一地方選挙についてはＪＲ西労組の組織内議員として６名

が立候補し５名の当選を果たすことがでた。また７月の向日市議会議員選挙につい
ても夏の暑い時期であり、京都支部が中心となり、青女・支部の方々が街宣車のドラ
イバーやウグイスを行い当選を果たすことができた。皆様のご協力に改めて感謝申
し上げる。 
 また、先日８月３日には長岡京市へ自治体訪問も行い、中小路長岡京市長とも有
意義な意見交換を実施した。今後も組織内議員と協力し、自治体訪問などの活動を
行っていく。 

挨拶を行う西岡委員長 

上村中央委員長 


